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第41号 〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
28
年
12
月
12
日
（
月
）

〜
17
日
（
土
）
11
：
00
〜
18
：
30
（
最

終
日
は
15
：
00
）。
※
搬
入
は
12
月
11
日

（
日
）
10
：
00
か
ら
。

▼
会
場
：
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
左
記
）

▼
出
展
料
：
一
人
２
千
円
（
２
点
ま

で
）。
２
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ

ス
１
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ

れ
に
準
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間

２
千
円
（
準
備
、
撤
収
時
間
含
）。

▼
懇
親
会
：
搬
入
日
の
12
月
11
日
（
日
）

17
：
00
か
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
会

費
は
４
０
０
０
円
程
度
（
会
場
未
定
）。

▼
申
込
締
切
：
11
月
13
日
（
日
）。

▼
申
込
＆
問
合
先
：
三
浦
千
波
さ
ん
（
Ｓ

50
卒
）。
〒
２
１
１-

０
０
３
５  

川
崎
市

中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話
（
０
４
４
）
７
９
７
・２
１
７
０

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、

各
出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

2016白堊芸術祭

昨年の参加者（2015.10.23 ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎）

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

  〈2016年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
●10月21日（金）「在京白堊会ゴルフ大会」
 （会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市）〈1面〉
●11月26日（土）「ル・サロン・ブラン（芸術鑑賞クラブ）」
 （大川美術館「松本竣介を鑑賞する旅」桐生市）〈4 面〉
●12月12日（月）-17日（土）「白堊芸術祭」
 （会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町）〈1面〉
●12月17日（土）   「白堊歌会」
 （宮澤賢治と五行歌の朗読会：文房堂ギャラリー）〈5面〉
●平成29年2月5日（日）「歌の祭り」
 （会場：渋谷区笹塚／Blue‐T〈ブルーティ〉）〈5 面〉
 ※ご質問、お問い合わせは事務局 03-6404-6379 へお気軽にどうぞ。

一
年
の
締
め
く
く
り
に
、芸
術
に
耽
る

 

「
白
堊
芸
術
祭
」　
12
月
12
日
■
〜
17
日
■ 

文
房
堂（
神
田
神
保
町
）
で
開
催

　

第
９
回
「
白
堊
芸
術
祭
」
は
、
今
年
も
神
田
駿
河
台
下
の
文
房

堂
（
ぶ
ん
ぽ
う
ど
う
）
で
開
催
し
ま
す
。
絵
画
・
書
・
彫
刻
・
陶
芸
・

写
真
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
朗
読
・
歌
唱
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

も
増
え
、
今
で
は
す
っ
か
り
年
末
の
恒
例
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

広
い
ス
ペ
ー
ス
で
、
芸
術
に
耽
る
贅
沢
な
ひ
と
時
。
多
く
の
皆
様

の
ご
出
展
、
ご
出
演
、
及
び
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

文房堂ギャラリー
〒 101-0051　
千代田区神田神保町 1-21-1 
文房堂ビル 4Ｆ
Tel: 03-5282-7941
（会場直通 : 会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445
（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
＊ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メトロ
半蔵門線、都営三田線、新宿線）A7
出口、徒歩 3 分／ JR「御茶ノ水」駅 
御茶ノ水橋口、徒歩 10分

月

土

　

申
込
み
締
切
り
は
10
月
１
日（
土
）

で
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
今

す
ぐ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
28
年
10
月
21
日
（
金
）

▼
会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

▼
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締
切
り
：

①
氏
名 

②
卒
業
年
次 

③
連
絡
先
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号 

④
チ
ー

ム
の
場
合
代
表
者
氏
名 

⑤
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
の
上
、10
月
１
日（
土
）

ま
で
に
郵
送
、メ
ー
ル
or
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
担
当

幹
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

▼
申
込
み
先
：
本
年
の
担
当
幹
事
：
細

越
博
資
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）

①
郵
送
：
〒174-0063 

板
橋
区
前
野
町

3-1-1-221

②
メ
ー
ルhirohosogoshi@

jcom
.hom

e.ne.jp

③TE
L&

FA
X

：

03-6789-6151

※
実
施
要
項
等
、
詳
細
は
担
当
幹
事
か

ら
参
加
申
込
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

2015 年12月19日、白堊芸術祭最終日

搬入日、会場設営を終えて（2015.12.13）「歌の祭り」有志によるミニ・コンサート（2015.12.16）

10
月
21
日（
金
）
│
│

ザ・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

　会場地図
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在
京
白
堊
会
前
会
長
内
村
泰
氏

（
Ｓ
39
卒
、
東
京
農
業
大
学
名
誉
教

授
）
が
７
月
30
日
、
か
ね
て
病
気

療
養
中
の
と
こ
ろ
逝
去
さ
れ
た
。
71

歳
で
し
た
。
在
京
白
堊
会
を
代
表
し

衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
。

　

内
村
さ
ん
は
、
平
成
26
年
会
長

に
就
任
さ
れ
、
在
京
白
堊
会
の
伝
統

の
永
続
と
会
員
相
互
の
交
流
に
邁

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
創
立
50
周

年
記
念
事
業
を
率
先
推
進
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、し
ば
ら
く
疎
遠
に
な
っ

て
い
た
岩
手
県
人
連
合
会
と
の
連

携
回
復
に
腐
心
さ
れ
る
な
ど
組
織

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
３
年
後
と
な
る
50
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
い
ち
早

く
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
在
京

白
堊
会
創
立
50
年
史
の
編
纂
に
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
在
京
白
堊
会
草
創

50年史 第1回編集委員会（2015.9.30  産報出版にて）

在京白堊会  内村 泰前会長

　

昭
和
43
年
夏
、
母
校
硬
式
野
球

部
の
甲
子
園
出
場
の
応
援
を
機
に
、

翌
44
年
（
一
九
六
九
）
に
設
立
さ

れ
た
の
が
在
京
白
堊
会
。
３
年
後
の

平
成
31
年（
二
〇
一
九
）５
月
13
日
、

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
在
京
白
堊
会
は
昨
年
、
50
周
年

記
念
誌
の
発
行
等
を
柱
と
す
る
在
京

白
堊
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
委

員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

50
周
年
記
念
事
業
の
骨
子
は
以

下
の
通
り
で
す
。

◯
50
年
史
編
集
委
員
会

　

委
員
長
　

鈴
木
文
彦
（
Ｓ
40
卒
）

の
頃
よ
り
総
会
出
席
を
欠
か
す
こ

と
が
な
か
っ
た
内
村
さ
ん
と
し
て

は
、
50
周
年
を
自
ら
の
手
で
成
功

す
る
べ
く
強
い
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
内
村
さ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
12
月
頃
よ
り
病
状
が
悪
化
、

翌
２
月
に
は
会
長
辞
任
を
申
し
出

ら
れ
ま
し
た
。
50
周
年
記
念
事
業

の
行
く
末
に
気
が
か
り
を
残
さ
れ

た
も
の
と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、

こ
の
際
、
我
々
在
京
白
堊
会
会
員

が
一
致
団
結
し
て
内
村
さ
ん
の
ご

意
志
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ど
う
か

安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
在
京
白
堊
会
に
は
会
員

か
ら
追
悼
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
以
下
に
そ
の
幾
つ
か

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　

＊
　
　
　

＊
　
　
　

＊
　
　

　

高
校
卒
業
以
来
、
内

村
さ
ん
と
は
た
ま
た
ま

息
子
が
東
京
農
業
大
学

に
入
学
し
た
こ
と
で
お

付
き
合
い
が
復
活
、
誘

わ
れ
て
参
加
し
た
富
士

農
場
宿
泊
見
学
会
で
学

生
が
解
体
し
た
牛
一
頭

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ス

ト
ー
ム
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

の
大
根
踊
り
、
収
穫
祭
等
多
く
の

機
会
に
農
大
を
満
喫
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
以
来
、
私
は
す
っ
か
り

農
大
フ
ァ
ン
で
す
。
内
村
さ
ん
あ

り
が
と
う
。（

Ｓ
39
卒
・
鷹
觜
義
哲
）

　
　

＊
　
　
　

＊
　
　
　

＊
　
　

　

内
村
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

煙
草
も
お
酒
も
お
構
い
な
し
の
、
豪

快
な
人
生
で
し
た
ね
。
在
京
白
堊

会
だ
け
の
お
付
き
合
い
で
し
た
が
、

い
つ
も
後
輩
の
私
た
ち
を
面
倒
み

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
天
国
の
在
京
白
堊
会
で

は
新
人
で
す
ね
。
会
長
は
工
藤
先

生
で
し
ょ
う
か
？
サ
ン
キ
ュ
ー
、
サ

ン
キ
ュ
ー
、
ウ
チ
ム
ラ
！

（
Ｓ
48
卒
・
副
会
長
戸
田
純
）

　
　

＊
　
　
　

＊
　
　
　

＊
　
　
　

　

在
京
50
周
年
記
念
事
業
に
早
々

と
向
か
わ
れ
た
そ
の
情
熱
、
誰
も

手
を
付
け
た
が
ら
な
い
県
人
連
合
会

内
部
の
改
革
旗
揚
げ
、
そ
れ
ら
の
パ

ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、

余
り
に
も
早
過
ぎ
る
お
別
れ
は
本
当

に
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
変
化
へ
の

狼
煙
を
決
し
て
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
見

守
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

（
Ｓ
47
卒
・
事
務
局
長
藤
井
則
夫
）

内
村 
泰
前
会
長
の
逝
去
を
悼
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
京
白
堊
会　

会
長
　

馬
場 

信

　
追
　
悼
　

在
京
白
堊
会
50
周
年
記
念
事
業

平
成
31
年
発
行
に
向
け

50
周
年
記
念
誌
制
作
等
に
ご
協
力
を　

　
　

在
京
白
堊
会
会
長
・
創
立
50
周
年
記
念
事
業
委
員
会
委
員
長
　

馬
場 

信

　

事
務
局
　

岩
澤
新
治
（
Ｓ
45
卒
）

◯
記
念
式
典
実
行
委
員
会

　

委
員
長
　

白
石
源
次
郎（
Ｓ
41
卒
）

◯
表
彰
委
員
会

　
　

＊
　
　
　

＊
　
　
　

＊
　
　

◆
「
同
期
会
活
動
報
告
」
及
び
「
総

会
報
告
」
の
締
め
切
り
に
つ
い
て
　

　

こ
れ
ら
の
50
周
年
記
念
事
業
中
、

50
年
史
編
集
委
員
会
は
昨
年
９
月

30
日
、
第
１
回
編
集
委
員
会
を
実

施
。
以
降
、
す
で
に
４
回
の
編
集
委

員
会
を
重
ね
、内
容
や
構
成
、編
集・

制
作
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
な
ど
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回

の
50
年
通
史
の
核
と
な
る
「
各
年

次
同
期
会
の
活
動
報
告
」
及
び
「
総

会
幹
事
年
の
総
会
報
告
」
に
つ
い
て

は
、
幹
事
会
を
通
じ
て
各
年
次
で
決

め
て
い
た
だ
い
た
50
年
史
担
当
者

に
原
稿
の
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
締

め
切
り
は
今
年
12
月
末
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
総
会
集
合
写
真
提
供
の
お
願
い
　

　

在
京
白
堊
会
記
念
誌
は
こ
れ
ま

で
創
立
20
周
年
、
創
立
35
周
年
の

２
回
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
に
総
会
の
集
合
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
年
次
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
お
手
元
に
記
念
誌
未
収
録
の

集
合
写
真
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
ぜ

ひ
、
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
他
の
創
立
50
周
年
記
念
事

業
も
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



在京白堊会報　2016 年9月（第41号）（３）

2016総会報告

　

平
成
28
年
5
月
14
日
（
土
）、
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
第
48

回
在
京
白
堊
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
２
９
０
名
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
昨
年
に
続

い
て
大
変
な
盛
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
盛
岡
一

高
の
平
賀
信
二
校
長
と
白
堊
同
窓

会
の
谷
村
邦
久
会
長
、
恩
師
か
ら

は
、
佐
野
茂
樹
先
生
、
野
村
武
士

先
生
、
三
田
信
一
先
生
に
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
未
来
へ
つ
な

ぐ
　

白
堊
の
絆
』。
総
会
に
先
立
つ

記
念
講
演
会
は
２
部
構
成
で
、
は
じ

め
に
山
形
大
学
教
授
佐
藤
慎
也
さ
ん

（
Ｓ
59
卒
）
が
、
被
災
地
の
未
来
を

担
う
子
供
と
築
く
復
興
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
、

続
い
て
煤
茶
工
房
し
ゃ
お
し
ゃ
ん
代

表
の
前
田
千
香
子
さ
ん
（
Ｓ
59
卒
）

が
、
地
元
の
方
々
と
共
に
行
っ
て
い

る
陸
前
高
田
と
大
船
渡
の
北
限
の
お

茶
「
気
仙
茶
」
と
地
域
文
化
の
保
存

継
承
活
動
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、

大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
馬
場
在
京
白
堊
会

新
会
長
、
平
賀
校
長
か
ら
の
ご
挨
拶

に
続
き
、
私
た
ち
が
在
学
し
て
い
た

頃
に
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
盛
岡
一

高
応
援
委
員
の
活
動
の
映
像
を
紹
介

し
ま
し
た
。
応
援
団
長
だ
っ
た
大
坪

徹
磁
さ
ん
（
Ｓ
59
卒
）
が
登
壇
し

当
時
の
思
い
出
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
語
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
近
畿
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
の
一
高
生
の
大
活
躍

未
来
へ
つ
な
ぐ  

白
堊
の
絆

 
〜
２
９
０
余
名
が
集
結
し
、
盛
大
に
開
催

　
　
日
時
：
平
成
28
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

講
演
会
15
：
30
〜
、
総
会
・
懇
親
会
17
：
00
〜

　
　

会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
御
茶
ノ
水
）

馬場信会長のご挨拶

母校・平賀信二校長のご挨拶

乾杯のご発声は谷村邦久
白堊同窓会会長（S41卒）恒例の校歌斉唱

総会幹事担当のS59卒の皆さん。ご苦労さまでした 来年の総会幹事担当、S60卒の皆さん

も
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
陸
上
女

子
２
０
０
㍍
で
優
勝
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
川
村
知
巳
さ
ん
（
Ｈ
28
卒
）

の
優
勝
シ
ー
ン
の
上
映
で
は
、
会
場

か
ら
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。
最
後
に
校
歌
を
全
員
で
声
高

ら
か
に
歌
っ
て
会
場
の
熱
気
は
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
第
49
回
在
京
白
堊
会
総

会
は
、
平
成
29
年
5
月
13
日
（
土
）、

今
年
と
同
じ
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
の
予
定
で
す
。
昭
和
60
年

卒
業
の
皆
さ
ん
が
幹
事
と
な
り
ま
す

が
、
す
で
に
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
来
年
の
総
会
で
皆
様
に

再
び
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
昭
和
59
年
卒
幹
事
団
一
同
）

佐藤慎也さん（Ｓ59 卒）の記念講演 前田千香子さん（Ｓ59 卒）の記念講演
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庭園の紅葉が美しい彦部家住宅

大川美術館前で（平成19年）学芸員の解説で見学（平成19年）

21名が参加し盛大に開催された第15回歌の祭り（2016.7.24）

ル・サ
ロ
ン・
ブ
ラ
ン
（
芸
術
鑑
賞
）

　

  
11
月
26
日（
土
）
│
│

　

  
大
川
美
術
館

「
松
本
竣
介
を
鑑
賞
す
る
旅
」

　

彦
部
家
住
宅
庭
園
の
紅
葉
が
い
ち

ば
ん
美
し
い
時
期
に
大
川
美
術
館
を

訪
ね
ま
す
。
平
成
19
年
に
一
度
実

施
し
、
た
い
へ
ん
人
気
の
高
か
っ
た

コ
ー
ス
で
す
。
大
人
の
休
日
倶
楽
部

乗
り
放
題
の
期
間
に
も
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
遠
方
の
方
も
ぜ
ひ
、
ご
参

加
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
28
年
11
月
26
日
（
土
）

▼
集
合
場
所
：
東
武
伊
勢
崎
線
浅
草
駅

改
札
口

▼
集
合
時
間
：
午
前
８
時
20
分

▼
行
程
：
浅
草
駅
発
08
：
40
（
特
急
り
ょ

う
も
う
５
号
）
→ 

新
桐
生
着
10
：
28

▼
見
学
先
：
◯
大
川
美
術
館
　

（http://
okaw

am
useum

.jp/index.php

）

※
学
芸
員
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◯
彦
部
家
住
宅
（http://w

w
w

.hikobe
ke.jp/

）
※
岩
手
県
紫
波
郡
彦
部
の
ル
ー

ツ
で
す
。

▼
申
込
み
：
11
月
19
日
（
土
）
迄
に
在

京
白
堊
会
事
務
局(hakua_offi

ce@
pm

p-jp.com
)

へ
。

▼
そ
の
他
：
在
京
白
堊
会
非
会
員
の
参

加
も
可
能
で
す
。

※
10
：
40
頃
、
大
川
美
術
館
に
直
接
集

合
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合

は
、
申
込
み
時
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、特
急
り
ょ
う
も
う
号
は
全
席
指
定

で
す
の
で
事
前
購
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

  

平
成
29
年 

２
月
５
日（
日
）

　

  

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
う

　

  「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」

　

  

ネ
ッ
ト
歌
会
投
稿
募
集

第
16
回
歌
の
祭
り

白
堊
歌
会

　

歌
の
新
年
会
を
以
下
の
要
項
で
実

施
し
ま
す
。
世
代
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越

え
て
一
堂
に
会
し
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

歌
を
楽
し
む「
第
16
回 

歌
の
祭
り
」。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
日
時
：
平
成
29
年
２
月
５
日
（
日
）

　
▽
受
付
：
11
時
30
分

　

▽
開
演
：
12
時 

▽
終
了
17
時
30
分

▼
場
所
：「
中
国
茶
レ
ス
ト
ラ
ン 

ブ
ル
ー
テ
ィ
」

渋
谷
区
笹
塚
１‒

61‒

８ 

ホ
テ
ル
ル

ガ
ー
ル
１
階
に
併
設

▼
ア
ク
セ
ス
：
京
王
線
、
京
王
新
線
笹

塚
駅
北
口
※
駅
前
の
甲
州
街
道
（
20
号

線
）
沿
い
に
調
布
方
面
へ
徒
歩
５
分
程
。

▼
会
費
：
５
千
円
（
食
事
、
飲
み
物
代
）

▼
申
し
込
み
先
：
大
内
秀
之
さ
ん
（
Ｓ

35
卒
）civ04580@

rio.odn.ne.jp

〒
２
４
５‒

０
０
６
２
　

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
５‒

30‒

５

電
話
（
０
４
５
）
８
６
４‒

３
２
１
５

※
演
奏
：
歌
唱
、演
奏
さ
れ
る
方
は
一
人

２
曲
以
内
で
す
。

　

白
堊
歌
会
は
「
ネ
ッ
ト
歌
会
」
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
在
京
白
堊
会
公
式
サ

イ
ト
の
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
ま
た
は

「
白
堊
應
援
團
30
」
サ
イ
ト
か
ら
リ

ン
ク
す
る
掲
示
板
「
白
堊
歌
会
室
」

に
ど
な
た
で
も
自
由
に
投
稿
で
き

ま
す
。
現
在
は
白
堊
会
員
の
家
族

の
方
で
投
稿
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

五
行
歌
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
、
詩
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
も

問
い
ま
せ
ん
。
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
の
投
稿
も
可
能
で
、
必
要

に
応
じ
て
自
分
の
投
稿
を
自

分
で
削
除
・
編
集
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
白
堊

芸
術
祭
への
作
品
の
出
展
及

び
最
終
日
12
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
、
野
口
田
鶴

子
さ
ん
に
よ
る
「
五
行
歌
と

宮
澤
賢
治
の
朗
読
」
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
投
稿
・
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

投稿
募集

６
月
18
日
（
土
）

鈴
木
文
彦
さ
ん
ゲ
ス
ト
に
開
催

第
12
回 

白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

　

第
12
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

が
、
鈴
木
文
彦
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、６
月
18
日
（
土
）

Sun-m
i

（
サ
ン
ミ
）
本
店
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
七
丁
目
店
か
ら
会
場
変

更
）。
鈴
木
文
彦
さ
ん
は
元
文
芸
春

秋
編
集
者
で
、現
在
は
『
北
の
文
学
』

編
集
委
員
、
盛
岡
ふ
る
さ
と
会
会
長

な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。『
オ
ー
ル

読
物
』
編
集
長
時
代
は
藤
沢
周
平
を

担
当
、
藤
沢
周
平
を
中
心
に
交
友
の

あ
る
大
御
所
作
家
の
素
顔
や
人
と
な

り
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
っ

と
白
堊
女
子
に
も
時
代
小
説
フ
ァ
ン

が
増
え
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
20
名
の
参
加
者

中
４
名
が
初
参
加
で
し
た
。
次
回
開

催
は
次
号
会
報
で
ご
案
内
し
ま
す
。在京白堊レディス会に参加された皆さん（2016.6.18）
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総会の健康相談コーナー（2016.5.14）

第1回在京白堊メディカルクラブ総会参加者の皆さん（2014.2.18）

●
阿
部
正
樹
さ
ん
（
Ｓ
36
卒
）

  

園
井
恵
子
の
芝
居『
残
花
』上
演

　
岩
手
県
松
尾
村
生
ま
れ
の
宝
塚
ス

タ
ー
で
、
昭
和
20
年
広
島
で
被
爆
し
亡

く
な
っ
た
園
井
恵
子
の
追
悼
公
演
『
残

花
―
１
９
４
５
　

さ
く
ら
隊
　

園
井
恵

子
』
が
５
〜
６
月
に
岩
手
、
秋
田
、
東
京

で
公
開
さ
れ
、
東
京
は
６
月
１
日
（
水
）

か
ら
５
日（
日
）
ま
で
「
座
・
高
円
寺

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

●
み
や
こ
う
せ
い
さ
ん
（
Ｓ
31
卒
）

    『M
A

R
A

M
U

R
ESU

L M
EU

』

　
09
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
政
府
か
ら
芸
術

騎
士
十
字
章
（
日
本
の
文
化
勲
章
に
相

当
）
を
授
与
さ
れ
た
み
や
こ
う
せ
い
さ

ん
（
Ｓ
31
卒
）
の
写
真
集
が
、
こ
の

と
こ
ろ
立
て
続
け
に
４
〜
５
冊
、
ル
ー

マ
ニ
ア
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

書
『M

IYA Kosei M
ARAM

U
RESU

L 
M

EU
 M

Y M
ARAM

U
RES

』
も
そ
の

一
冊
で
、
昨
年
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
は
北
々
西
ル
ー
マ
ニ

ア
に
位
置
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
接
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
残

存
地
域
。
み
や
さ
ん
の
写
真
集
は
こ
れ

ま
で
に
も
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど

で
出
版
さ
れ
話
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
て
モ
ノ
ク
ロ
で
印
刷
さ
れ
た
本
写

真
集
は
昨
年
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
最
も
う

つ
く
し
い
本
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
写
真
・

デ
ザ
イ
ン
部
門
に
入
賞
。
国
際
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
に
も
出
品
さ
れ
、
批
評
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
続
々
出
る
な
ど
、
世

界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
48
回
総
会
に
て

正
式
ク
ラ
ブ
活
動
に
承
認

在
京
白
堊
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

は
、
在
京
の
白
堊
同
窓
生
で
医
療
関

係
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
皆
様

の
親
睦
を
深
め
、
在
京
白
堊
会
全
体

に
も
奉
仕
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
25
年
２
月
に
第
１
回

幹
事
会
を
開
催
し
発
足
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
２
月
18
日
に
第
１
回
総

会
を
開
催
し
、
正
式
に
会
則
が
承

認
さ
れ
、
以
後
年
１
回
の
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
平
成

28
年
は
３
月
５
日
に
第
３
回
総
会

を
開
催
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

の
代
表
幹
事

で
あ
る
柴
孝

也
先
生
（
Ｓ

33
卒
）
に
ご

講
演
を
い
た

だ
き
、
そ
の

後
懇
親
会
に

お
い
て
親
睦

を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
在

京
白
堊
会

総
会
に
お
い

て
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
会

員
の
皆
様
か

ら
健
康
相
談

を
承
っ
て
い

ま
す
。
第
47

回
総
会
か
ら

始
め
て
今
年

で
３
回
目
、

徐
々
に
相
談

件
数
も
増
え

て
き
て
お
り

ま
す
。
ど
ん

な
些
細
な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
来
年
の
総
会
に
お
い
で
の
際
に

は
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

（
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
）

　
　
　

  　　

志
和
成
紀
（
Ｓ
58
卒
）

                    

國
本 

聡
（
Ｓ
57
卒
）

１
」
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
残

花
」
の
公
演
に
は
多
く
の
白
堊
Ｏ
Ｂ
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
原
案
の
阿
部
正
樹

さ
ん
（
Ｓ
36
卒
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
上
田
次

郎
）、
脚
本
の
渡
辺
真
理
子
さ
ん
（
Ｓ
58

卒
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
詩
森
ろ
ば
）、
俳
優
に

一
人
・
畠
山
泉
さ
ん
（
Ｈ
19
卒
・
さ
く

ら
隊
隊
員
役
）
で
す
。
阿
部
さ
ん
は
30

年
ほ
ど
前
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
園
井
恵
子
の
存
在
を
初
め
て
テ
レ
ビ

番
組
で
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
柴
田

和
子
さ
ん
（
Ｓ
42
卒
）
は
園
井
恵
子
を

語
り
継
ぐ
会
会
長
と
し
て
、
本
公
演
を

陰
に
陽
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

15
歳
で
家
出
同
然
に
故
郷
を
出
て
憧

れ
の
宝
塚
を
目
指
し
、
人
の
何
倍
も
努

力
し
て
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
の
登
り
つ
め
た

園
井
恵
子
は
、
そ
の
後
阪
東
妻
三
郎
の

『
無
法
松
の
一
生
』
で
一
躍
銀
幕
の
ス

タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

が
戦
争
に
突
き
進
む
中
、
各
地
を
慰
問

し
て
回
る
国
策
の
移
動
劇
団
「
さ
く
ら

隊
」
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
広
島
に
駐

在
中
に
被
爆
し
ま
し
た
。
そ
の
日
、
８

月
６
日
は
奇
し
く
も
園
井
の
32
歳
の
誕

生
日
で
し
た
。
被
爆
し
た
園
井
は
、
奇

跡
的
に
傷
一
つ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
被
爆
し
て
６
日
後
、
宝
塚
時

代
か
ら
母
と
慕
っ
て
い
た
避
難
先
の
六

甲
の
知
人
の
家
で
、
原
爆
症
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　

「
米
国
の
原
爆
効
果
調

査
団
が
広
島
に
入
っ
た
の

は
９
月
、
す
ぐ
に
プ
レ
ス

コ
ー
ド
が
布
か
れ
、
原
爆

に
関
す
る
一
切
の
報
道
が

禁
止
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、

無
数
の
被
爆
者
は
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
も
出

来
ず
、
国
民
も
ま
た
原
爆

大反響だった『残花』公演のチラシ

の
悲
惨
な
実
態
を
知
ら
さ
れ
ず
じ
ま
い

で
あ
っ
た
。
園
井
の
被
爆
死
は
広
島
・

長
崎
の
何
十
万
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
戦
後
70
年
、
私
は
殊
更
に
園
井

恵
子
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

と
、
原
案
の
阿
部
さ
ん
は
、
園
井
の
芝

居『
残
花
』へ
の
思
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。

,

,
,

みやさんの写真集がルーマ
ニアで相次いで出版された
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●
野
口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）

  「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
賞
奨
励
賞
」
受
賞
　

　

今
春
２
月
27
日
（
土
）、
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇

し
た
体
験
を
詠
ん
だ
句
集
『
竜
宮
』
を
出
版
し
た
釜

石
市
在
住
の
照
井
翠
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
、「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
公
演
２
０
１
６
　

東
日
本
大
震
災
に
寄
せ

て
　

鎮
魂
の
う
た
Ⅱ
」
を
行
っ
た
野
口
田
鶴
子
さ
ん

（
Ｓ
40
卒
）
が
、
花
巻
市
の
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
賞
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
方
言
を
生
か
し
た
賢
治
作
品

の
定
期
朗
読
を
長
年
継
続
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。
２
０
０
２
年
か
ら
広
尾
・
東
江
寺
で
「
宮
沢
賢

治
の
世
界
」
を
年
２
回
定
期
公
演
、
横
浜
白
楽
の
ハ

イ
ド
＆
シ
ー
ク
で
の
定
期
公
演
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納
の
方
は
、

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２
，０
０
０
円
の

お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用

紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
容
赦
下
さ
い
。

お願い 　
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

　
編
集
後
記

▼
在
京
白
堊
会
は
３
年
後
の
平
成
31
年（
二
〇
一
九
）

に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
50
周
年
記
念
事
業
委
員

会
も
立
ち
上
げ
た
。
総
会
参
加
者
は
東
日
本
大
震
災

以
降
、３
０
０
人
前
後
と
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

50
周
年
に
向
け
、
会
勢
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
、委
員
一
同
張
り
切
っ
て
い
る
。
▼
在
京
白
堊

会
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
昭
和
43
年
の
甲
子
園

出
場
の
立
役
者
・
小
笠
原
敬
二
さ
ん（
Ｓ
44
卒
）が
８
月

29
日
逝
去
さ
れ
た
。ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
４
番
だ
っ
た
。
筆
者

は
中
学
時
代
、
彼
と
対
戦
し
た
経
験
が
あ
る
。
筆
者

が
中
３
で
彼
は
中
１
だ
っ
た
が
体
格
も
球
速
も
規
格

外
、中
学
生
と
は
思
え
な
か
っ
た
。甲
子
園
で
の
ベ
ス
ト

８
も
頷
け
た
。ご
冥
福
を
祈
る
。▼
故
郷
が
未
だ
東
日

本
大
震
災
の
復
興
途
上
の
と
こ
ろ
に
、
台
風
10
号
が

再
び
キ
バ
を
向
け
た
。
無
情
だ
が
立
ち
止
ま
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
故
郷
の
元
気
は
み
ん
な
の
元
気
。
白

堊
魂
で
、み
ん
な
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
い
。（
Ｙ
）




